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　第 2回神戸アニマルケア国際会議 2012 の開催を心か
らお祝い申しあげます。
　3月 11 日、衝撃的な日でした。今まで経験したこと
のない自然の驚異を見せつけられて、人の命も自然の中
の一部の生命として認識しなければならないのかと思い
ました。しかし、人の生命は、生命圏では特別な存在で
はないのですが、人間社会では何よりも優先されるもの
であることに、誰も異論はないと思います。このたびの
津波の被害でみられた、広範な地域における生活基盤の
崩壊と、原子力発電所事故による放射能汚染で被災地に
は立ち入りすら出来ないという状況下では、人命を優先
して対処しなければならないのは当然だと思います。し
かし、飼養動物やその他の生き物が放置され、飢えて死
んでいくような状況を決して見過ごしてはいけないと
思っています。人の命も、その他の生き物の命も尊い命

に変わりがないのですが、現実問題としてどう対処する
か、非常に難解な命題を突き付けられたように思います。
　3月 11 日以降、兵庫県獣医師会として大規模災害時
に出来ること、またはすべきことに関し、これまでは阪
神淡路大震災を基に考えていまたしが、完全に土台から
壊れてしまいました。兵庫県獣医師会として阪神淡路大
震災時の対応が完全ではなかったという立場に立って、
近い将来に予想されている東海・東南海・南海地震に備
えて、3月 11 日以降の状況も踏まえ対応を準備しなけ
ればならないと考えていますので、皆様のご理解とご協
力をよろしくお願いいたします。
　最後に、本会議が皆様方の活躍により大きな成功を収
められるよう祈念いたしまして、私の挨拶とさせていた
だきます。

「りぶ ･らぶ ･あにまるず 第２回神戸アニマルケア国際会議2012」抄録巻頭挨拶

社団法人 兵庫県獣医師会 会長・横山  隆一


